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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　地盤改良の対象となる地盤内に圧入管を挿入し、前記圧入管から地盤内に硬化性材料か

らなる締固め材料を圧入して地盤改良を行う地盤改良工法であって、前記締固め材料は該

圧入管内において、地盤に圧入されるまでは流動性を有し、地盤に圧入されてからは地盤

中に加圧脱水して、流動性が低下して、周辺地盤を圧縮して高密度化すると共にそれ自体

強固な固結柱を形成することにより、地盤を強化する締固め材料であり、前記締固め材料

を圧送する圧入管の外周には螺旋状の羽根が設けられており、前記螺旋状の羽根を介して

地盤に繰返し載荷を与えつつ、同時に前記圧入管から地盤内にポンプ圧により締固め材料

を圧入することを特徴とする地盤改良工法。

【請求項２】

　請求項１記載の地盤改良工法において、前記締固め材料はセメント系硬化性材料、スラ

グと水ガラスと反応剤とを有効成分とする非セメント系硬化性材料、スラグとアルカリ材

を有効成分とする非セメント系材料、スラグと中性シリカゾルとセメントや消石灰を有効

成分とする低セメント配合量系材料、フライアッシュとセメントと可塑剤とを有効成分と

する可塑状材料、またはスラグとセメントと可塑剤とを有効成分とする可塑状材料である

ことを特徴とする地盤改良工法。

【請求項３】

　請求項１または２記載の地盤改良工法において、前記圧入管の正回転と逆回転を併用し

、前記螺旋状の羽根から地盤に繰返し載荷を継続しながら締固め材料を圧入することを特
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徴 と す る 地 盤 改 良 工 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 地 盤 改 良 工 法 に 用 い る た め の 圧 入 管 で あ っ て 、 前 記 圧 入 管 の 外

周 に 螺 旋 状 の 羽 根 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 静 的 締 固 め 工 法 用 圧 入 管 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 地 盤 の 支 持 力 増 加 や 液 状 化 防 止 を 期 待 す る 地 盤 改 良 工 法 の 一 種 で あ り 、 地 盤

改 良 の 対 象 と な る 地 盤 内 に 圧 入 管 を 挿 入 し 、 圧 入 管 の 外 周 に 設 け た 突 起 物 を 介 し て 地 盤 に

繰 返 し 載 荷 を 与 え な が ら 、 ポ ン プ 圧 に よ る 硬 化 性 材 料 の 圧 入 を 行 う よ う に し た 静 的 締 固 め

工 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 地 盤 の 支 持 力 増 加 や 液 状 化 防 止 を 目 的 と し た 地 盤 改 良 工 法 の 一 つ と し て 、 密 度 を 増 加 さ

せ る 締 固 め 工 法 が あ り 、 大 き く 分 け る と 動 的 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 締 固 め を 行 う 動 的 締 固 め

工 法 と 、 静 的 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 締 固 め を 行 う 静 的 締 固 め 工 法 に 分 類 が さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 動 的 締 固 め 工 法 の 代 表 と し て は 、 サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 が 挙 げ ら れ る 。 サ ン

ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 は ケ ー シ ン グ パ イ プ の 引 抜 ・ 打 ち 戻 し を 繰 り 返 す と と も に 、

バ イ ブ ロ ハ ン マ ー （ 起 震 機 ） を 用 い る こ と に よ っ て 砂 を 圧 入 し 、 砂 杭 を 強 制 的 に 造 成 す る

工 法 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 砂 質 地 盤 で は 密 度 増 加 に よ る 支 持 力 ・ せ ん 断 強 度 の 増 加 お よ

び 液 状 化 防 止 の 効 果 が 期 待 で き 、 粘 性 土 地 盤 で は 圧 密 促 進 、 せ ん 断 強 度 の 増 加 が 期 待 で き

る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 は 施 工 費 用 が 安 価 で あ る こ と よ り 国 内 に お け る 施 工 実

績 が 多 い が 、 使 用 す る 機 材 が 大 型 で あ る こ と や 、 振 動 ・ 騒 音 が 大 き い こ と か ら 、 既 設 構 造

物 直 下 や 既 設 構 造 物 近 傍 で の 施 工 は 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 、 大 型 機 械 の 使 用 お よ び 振 動 ・ 騒 音 の 問 題 を 改 善 し た 締 固 め 工 法 と し て 、 低 流 動 性

モ ル タ ル や 砂 ま た は 流 動 化 砂 を 地 盤 に 圧 入 す る コ ン パ ク シ ョ ン グ ラ ウ チ ン グ 工 法 や 砂 圧 入

式 静 的 締 固 め 工 法 な ど の 静 的 締 固 め 工 法 が 開 発 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 従 来 の 静 的 締 固 め 工 法 に お い て は 、 動 的 締 固 め 工 法 の 欠 点 で あ る 、 大 型 な 機 械 設 備 の 必

要 性 や 大 き な 振 動 ・ 騒 音 の 問 題 が 改 善 さ れ て い る 一 方 、 静 的 に 締 め 固 め る た め 、 深 層 部 で

は 非 常 に 高 い 圧 送 圧 力 を 要 す る こ と や 、 浅 層 部 に お い て は 施 工 に 伴 う 地 盤 の 隆 起 が 課 題 と

な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 こ れ ら の 静 的 締 固 め 工 法 に お い て は 、 一 度 圧 入 し た 材 料 に 対 し 、 ケ ー シ ン グ パ

イ プ の 貫 入 ・ 引 抜 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 強 制 的 に 地 盤 を 押 し 広 げ る 工 夫 が な さ れ て い る

（ 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 ２ ） 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し 、 材 料 の 圧 入 と 圧 入 さ れ た 材 料 へ の ケ ー シ ン グ パ イ プ の 貫 入 ・ 引 抜 に よ る 繰 返 し

載 荷 が 独 立 し た 工 程 と な っ て い る た め 、 作 業 効 率 が 悪 く 、 施 工 速 度 が 低 下 す る 傾 向 に あ る

。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う な 背 景 よ り 、 特 許 文 献 ２ 、 非 特 許 文 献 ３ の よ う な 圧 入 工 程 と 繰 り 返 し 載 荷 を 同

時 に 行 う 工 法 と し て 、 地 盤 内 で 円 柱 状 の ゴ ム バ ッ グ を 膨 張 ・ 収 縮 さ せ る こ と に よ り 、 地 盤

に 繰 返 し 載 荷 を 行 い な が ら 締 固 め 材 料 を 地 盤 に 圧 入 す る 工 法 が 開 発 さ れ て い る が 、 よ り 効

率 が 高 く 、 確 実 な 施 工 性 が 確 保 で き る 方 法 の 確 立 が 期 待 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 振 動 お よ び 騒 音 の 問 題 が な く 、 締 固 め 力 お よ び 杭 径 を 増 大 で き

る 締 固 め 砂 杭 等 造 成 装 置 と し て 、 掘 削 孔 内 に 砂 を 投 入 す る 中 空 管 の 外 周 部 に 張 出 部 を 設 け

、 砂 の 投 入 後 、 中 空 管 を 正 転 、 逆 転 さ せ な が ら 、 貫 入 、 引 抜 き を 繰 り 返 す こ と で 、 張 出 部

で 押 圧 す る よ う に し た 砂 杭 等 造 成 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ ～ ６ に は 、 柱 状 地 盤 改 良 工 法 に 関 し 、 オ ー ガ ー 軸 の 外 周 に 螺 旋 状 に 突

設 さ れ た 螺 旋 搬 送 部 と 、 略 円 錐 形 の ヘ ッ ド と 、 ヘ ッ ド の 外 周 か ら 突 設 さ れ た ブ レ ー ド と を

備 え 、 ブ レ ー ド が 、 オ ー ガ ー 軸 の 回 転 時 に 、 周 辺 土 に 対 し て 材 料 を 締 め 固 め る 押 圧 面 を 有

す る 地 盤 改 良 オ ー ガ ー を 用 い 、 地 盤 改 良 基 礎 や コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 作 成 す る こ と が 開 示

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 具 体 的 に は 、 上 述 の よ う な 地 盤 改 良 オ ー ガ ー を 用 い 、 穴 を 作 成 、 水 を 添 加 せ ず に 混 合 材

料 （ 固 化 剤 と 土 と 砂 と を 含 む 混 合 材 料 ） を 作 成 、 圧 密 し な が ら 混 合 材 料 で 穴 を 埋 め る 、 圧

縮 力 を 加 え な が ら 混 合 材 料 を 固 化 と い う フ ロ ー で 地 盤 内 に 柱 状 の 改 良 体 を 造 成 す る と い う

も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ５ ９ ８ ９ ９ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ６ ３ ９ ５ ２ ３ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ６ － ２ ０ ０ ５ ２ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 許 第 ６ １ ７ ５ ６ ２ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 許 第 ６ ２ ７ ６ ７ ３ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 許 第 ６ ２ ９ ８ １ ９ ２ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 竹 之 内 寛 至 、 佐 々 真 志 、 山 崎 浩 之 、 足 立 雅 樹 、 高 田 圭 太 、 岡 田 宙 、 金 子

誓 、 「 新 た な CPG工 法 の 隆 起 抑 制 メ カ ニ ズ ム と 施 工 能 率 向 上 の 検 討 」 、 2018年 、 土 木 学 会

論 文 集 B3（ 海 洋 開 発 ） 、 Vol.74、 No.2、 pp.I_886-I_891

【 非 特 許 文 献 ２ 】 木 下 洋 樹 、 磯 谷 修 二 、 大 林 淳 、 新 川 直 利 、 「 SA VEコ ン ポ ー ザ ー 　 － 静 的

締 固 め 砂 杭 工 法 － 、 2011年 、 建 設 機 械 、 Vol.51、 No.11、 pp.49-54

【 非 特 許 文 献 ３ 】 山 下 雄 輔 、 末 政 直 晃 、 伊 藤 和 也 、 田 中 剛 、 佐 々 木 隆 光 、 「 静 的 締 固 め 工

法 に お け る 繰 返 し 効 果 の 評 価 に 関 す る 模 型 実 験 」 、 2018年 、 第 53回 地 盤 工 学 研 究 発 表 会 発

表 講 演 集 、 pp.819-820

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 述 の よ う に 、 非 特 許 文 献 １ お よ び 非 特 許 文 献 ２ な ど に 記 載 さ れ て い る 既 往 の 静 的 締 固

め 工 法 で は 、 締 固 め 材 料 の 圧 入 を 行 っ た 後 に ケ ー シ ン グ パ イ プ を 上 下 動 さ せ 繰 返 し 載 荷 を

行 っ て い る が 、 こ れ ら が 独 立 し た 工 程 と な っ て い る た め 、 作 業 性 お よ び 施 工 速 度 が 低 下 す

る 傾 向 に あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 一 方 、 圧 入 と 繰 返 し 載 荷 の 工 程 を 同 時 に 行 え る 静 的 締 固 め 工 法 と し て は 、 特 許 文 献 ２ が

あ り 、 圧 入 管 に 取 付 け ら れ た 円 柱 状 の ゴ ム ス リ ー ブ が 膨 張 ・ 収 縮 す る こ と に よ り 地 盤 に 繰

返 し 載 荷 を 行 い な が ら 、 締 固 め 材 料 を 圧 入 す る 特 徴 が あ る 。 こ れ に よ っ て 、 施 工 性 お よ び

施 工 速 度 が 改 善 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 し か し 、 地 盤 内 の 密 度 に 異 方 性 が あ る 場 合 、 ゴ ム ス リ ー ブ が 偏 心 す る こ と に よ り 、 均 質

に 締 固 め が 行 え な い 場 合 や 、 地 盤 の 密 度 が 極 端 に 低 い 条 件 で は 想 定 以 上 に 膨 張 し ゴ ム ス リ

ー ブ が 破 裂 す る こ と や 、 尖 り が あ る 礫 分 を 含 む 地 盤 条 件 で は 、 ゴ ム ス リ ー ブ が 破 損 す る 恐
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れ が あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 特 許 文 献 ３ 記 載 の 発 明 は 、 砂 を 投 入 す る 中 空 管 の 外 周 部 に 設 け た 張 出 部 に よ る 押 圧 力 を

締 固 め に 利 用 し て い る も の の 、 原 理 的 に は 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 ２ と 同

様 、 中 空 管 の 繰 り 返 し の 貫 入 圧 力 に よ る 締 固 め で あ り 、 締 固 め 材 料 の 圧 入 と 繰 返 し 載 荷 が

独 立 し た 工 程 と な っ て い る た め 、 作 業 性 お よ び 施 工 速 度 の 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ ～ ６ 記 載 の 発 明 は 、 砂 で は な く 水 を 添 加 し な い 状 態 の 固 化 剤 と 土 と 砂

と を 含 む 混 合 材 料 を 掘 削 孔 に 投 入 し 、 地 盤 改 良 オ ー ガ ー の 先 端 の ブ レ ー ド を 利 用 し て 、 オ

ー ガ ー 軸 の 回 転 時 に 、 周 辺 土 に 対 し て 材 料 を 締 め 固 め る よ う に し た も の で あ る が 、 こ の 場

合 も 混 合 材 料 の 投 入 と 、 繰 り 返 し 載 荷 に よ る 締 固 め は 独 立 し た 工 程 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 は 従 来 技 術 に お け る 上 述 の よ う な 課 題 の 解 決 を 図 っ た も の で あ り 、 硬 化 性 材 料 を

用 い た 静 的 締 固 め 工 法 に お い て 、 よ り 効 率 的 で 、 確 実 な 施 工 性 が 確 保 で き る 静 的 締 固 め 工

法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 は 、 地 盤 改 良 の 対 象 と な る 地 盤 内 に 圧 入 管 を 挿 入 し 、 前 記 圧 入 管 か ら 地 盤 内 に 硬

化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料 を 圧 入 し て 地 盤 改 良 を 行 う 静 的 締 固 め 工 法 で あ っ て 、 前 記 締

固 め 材 料 を 圧 送 す る 圧 入 管 の 外 周 に 突 起 物 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 突 起 物 を 介 し て 地 盤 に

繰 返 し 載 荷 を 与 え つ つ 、 同 時 に 前 記 圧 入 管 か ら 地 盤 内 に ポ ン プ 圧 に よ り 締 固 め 材 料 を 圧 入

す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 圧 入 管 を 通 し て 硬 化 性 材 料 を 圧 入 す る た め の 圧 入 ポ ン プ の ポ ン プ

圧 に よ る 締 め 固 め と 、 圧 入 管 の 突 起 物 を 介 し て の 繰 返 し 載 荷 を 同 時 に 行 う こ と で 、 高 い 締

固 め 効 果 と 施 工 性 の 向 上 を 図 っ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 静 的 締 固 め 工 法 用 圧 入 管 は 、 地 盤 改 良 の 対 象 と な る 地 盤 に 繰 返 し 載 荷 を

与 え つ つ 、 同 時 に 地 盤 内 に 硬 化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料 を 圧 入 し て 地 盤 改 良 を 行 う 静 的

締 固 め 工 法 に 用 い る た め の 圧 入 管 で あ っ て 、 前 記 圧 入 管 の 外 周 に 突 起 物 が 設 け ら れ て い る

こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 で 用 い る 硬 化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料 と し て は 、 セ メ ン ト 系 硬 化 性 材 料 、 ス ラ

グ と 水 ガ ラ ス と 反 応 剤 と を 含 有 す る 非 セ メ ン ト 系 硬 化 性 材 料 、 ス ラ グ と ア ル カ リ 材 を 含 有

す る 非 セ メ ン ト 系 材 料 、 ス ラ グ と 中 性 シ リ カ ゾ ル と セ メ ン ト や 消 石 灰 や ア ル カ リ 性 を 呈 す

る 塩 等 を 有 効 成 分 と す る 硬 化 性 材 料 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ と セ メ ン ト と 可 塑 剤 と を 含 有 す る 可

塑 状 ゲ ル 、 ス ラ グ と セ メ ン ト と 可 塑 剤 と を 含 有 す る 可 塑 状 ゲ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 こ れ ら に ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 や Ｃ Ｍ Ｃ 等 の 高 分 子 系 増 粘 剤 を 加 え て 粘 性 を 増 加 さ せ

た り 、 マ イ ク ロ バ ブ ル や ナ ノ バ ブ ル を 加 え て 増 粘 し た ま ま 流 動 性 を 増 加 さ せ て 、 大 き な 固

結 体 を 形 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ れ ら の 硬 化 性 材 料 は 、 静 的 締 固 め 工 法 に お い て 、 圧 密 お よ び 締 固 め を 行 い な が ら 、 地

盤 中 に 圧 入 さ れ 、 さ ら に 硬 化 性 材 料 の 効 果 に 伴 い 、 地 盤 強 度 が 高 め ら れ て い く 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 セ メ ン ト 系 硬 化 性 材 料 と し て は 、 例 え ば セ メ ン ト グ ラ ウ ト 、 セ メ ン ト ・ ス ラ グ グ ラ ウ ト

セ メ ン ト ・ ベ ン ト ナ イ ト グ ラ ウ ト な ど を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ れ ら の グ ラ ウ ト は 本 工 法 に 用 い る こ と に よ り 、 圧 入 管 内 に お い て 、 地 盤 に 圧 入 さ れ る

ま で は 流 動 性 を 有 し 、 地 盤 に 圧 入 さ れ て か ら は 地 盤 中 に 加 圧 脱 水 し て 、 流 動 性 が 低 下 し て
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、 周 辺 地 盤 を 圧 縮 し て 高 密 度 化 す る と 共 に そ れ 自 体 強 固 な 固 結 柱 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 以 下 に 本 工 法 に 適 し た 本 出 願 人 に よ る 懸 濁 型 硬 化 材 料 の 例 を 用 い て 、 本 発 明 の 改 良 効 果

を 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 に 用 い る 懸 濁 型 グ ラ ウ ト は 上 述 し た 流 動 固 化 特 性 を も つ 懸 濁 型

グ ラ ウ ト で あ れ ば 良 く 、 こ れ ら の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ れ ら の 硬 化 材 は 地 盤 中 に 圧 入 管 を 通 し て 圧 入 さ れ る が 圧 入 管 先 端 部 ま で は 流 動 性 を 有

し 、 地 盤 中 に 圧 入 さ れ て 後 、 圧 入 ポ ン プ の ポ ン プ 圧 と 圧 入 管 の 突 起 物 を 介 し て の 繰 り 返 し

載 荷 が 同 時 に 行 わ れ る と 加 圧 脱 水 に よ り 濃 度 が 増 大 し て 流 動 性 が 低 下 し て 周 辺 地 盤 を 圧 縮

し 、 高 密 度 化 す る と 共 に そ れ 自 体 高 強 度 の 固 結 性 を 形 成 す る 。 こ の た め 改 良 地 盤 は 高 強 度

の 固 結 柱 と 高 密 度 化 し た 地 盤 か ら な る 複 合 地 盤 と な り 、 高 強 度 の 改 良 地 盤 を 形 成 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ス ラ グ と 水 ガ ラ ス を 有 効 成 分 と す る 非 セ メ ン ト 系 硬 化 性 材 料 と し て は 、 高 炉 ス ラ グ 微 粉

末 に 水 ガ ラ ス の ア ル カ リ が 作 用 し て ス ラ グ の 潜 在 水 硬 性 を 刺 激 す る と 共 に 水 ガ ラ ス の シ リ

カ が ゲ ル 化 を も た ら す こ と に よ っ て 、 長 い ゲ ル 化 時 間 で 高 強 度 を 発 現 す る 。 こ れ を 本 工 法

に 用 い る こ と に よ り 加 圧 脱 水 し て 高 強 度 の 固 結 柱 を 作 る と 共 に 周 辺 地 盤 を 高 密 度 化 す る の

み な ら ず 脱 水 し た シ リ カ 分 が ゲ ル 化 し て 大 き な 固 結 体 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 ス ラ グ や フ ラ イ ア ッ シ ュ と ア ル カ リ 剤 （ 例 え ば 消 石 灰 や 炭 酸 塩 等 の ア ル カ リ 性 を

呈 す る 塩 ） を 有 効 成 分 と す る 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。 以 上 の 硬 化 性 材 料 は 、 本 出 願 人

に よ る ハ イ ブ リ ッ ド シ リ カ （ 商 標 登 録 第 ３ ３ ０ １ ９ ２ １ 号 ） に 相 当 し 、 低 炭 素 系 グ ラ ウ ト

（ ジ オ ポ リ マ ー グ ラ ウ ト ） と い う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ス ラ グ と 中 性 シ リ カ ゾ ル と セ メ ン ト や 消 石 灰 や 石 膏 を 含 有 す る 材 料 と し て は 、 少 な い セ

メ ン ト 量 で ス ラ グ の 潜 在 水 硬 性 を 刺 激 し て 、 か つ 中 性 シ リ カ ゾ ル で ゲ ル 化 す る の で 、 低 炭

素 系 グ ラ ウ ト と い う こ と が で き る 。 ま た そ の 改 良 効 果 は 上 述 と 同 じ く 高 強 度 固 結 柱 と 周 辺

地 盤 の 高 密 度 化 を 実 現 す る 。 以 上 の 硬 化 性 材 料 は 、 本 出 願 人 に よ る ハ イ ブ リ ッ ド シ リ カ や

ハ イ ブ リ ッ ド ジ オ ポ リ マ ー （ 商 標 登 録 第 ６ １ ２ ６ ９ １ ３ 号 ） に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 フ ラ イ ア ッ シ ュ と セ メ ン ト と 可 塑 剤 と を 含 有 す る 可 塑 状 ゲ ル は 、 本 工 法 に 用 い る こ と に

よ り 加 圧 脱 水 に よ り 大 き な 固 結 中 の 形 成 は 周 辺 地 盤 の 高 密 度 化 を 得 る こ と が で き る 。 こ の

硬 化 性 材 料 は 、 本 出 願 人 に よ る 可 塑 状 Ｆ Ｍ グ ラ ウ ト （ 商 標 登 録 第 ４ ８ ７ ３ ０ ９ ８ 号 ） 、 可

塑 状 ゲ ル 圧 入 工 法 （ 商 標 登 録 第 ４ ８ ３ ６ ３ ９ ０ 号 ） に 相 当 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 上 記 に お い て 、 ス ラ グ の 代 わ り に フ ラ イ ア ッ シ ュ を 用 い る こ と も で き 、 ま た フ ラ イ ア ッ

シ ュ の 代 わ り に ス ラ グ を 用 い る こ と が で き 、 ま た 両 者 併 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 上 記 に お い て 、 ス ラ グ や フ ラ イ ア ッ シ ュ の 代 わ り に 焼 成 ス ラ ッ ジ や 二 和 土 、 三 和

土 、 火 山 灰 、 凝 石 灰 、 珪 藻 土 、 焼 成 粘 土 等 、 Ｃ ａ （ 石 灰 等 ） や Ｍ ｇ （ 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 等

） と 反 応 し て ポ ゾ ラ ン 作 用 で 固 化 す る 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 近 年 地 球 温 暖 化 の 問 題 か ら 非 セ メ ン ト 系 或 い は セ メ ン ト 量 を 低 減 し た 低 炭 素 型 地

盤 改 良 工 法 が 課 題 と な っ て い る が 、 上 記 固 結 材 料 は 産 業 副 成 品 を 用 い る こ と に よ り 、 そ の

課 題 を 解 決 し た 環 境 保 全 型 地 盤 改 良 工 法 と い う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 圧 入 管 の 外 周 に 設 け ら れ た 突 起 物 は 、 地 盤 内 に 挿 入 さ れ る 圧 入 管 を 軸 回 り に 回 転 さ せ る

こ と に よ り 、 圧 入 管 と と も に 地 盤 内 で 回 転 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 圧 入 管 の 回 転 に 関 し て は 、 正 回 転 と 逆 回 転 を 併 用 し 、 突 起 物 か ら 地 盤 に 繰 返 し 載
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荷 を 継 続 し な が ら 締 固 め 材 料 を 圧 入 す る よ う に す る こ と で 、 よ り 効 率 的 に 締 固 め を 行 う こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 突 起 物 と し て は 、 圧 入 管 の 外 周 面 に 固 定 さ れ る 螺 旋 状 の 羽 根 や 、 圧 入 管 の 径 方 向 に 拡 大

ま た は 拡 径 す る 機 構 を 備 え た も の な ど を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 圧 入 管 は 単 管 形 式 の も の に 限 ら ず 、 多 重 管 構 造 の 圧 入 管 を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 発 明 の 静 的 締 固 め 工 法 は 、 上 述 の よ う な 構 成 か ら な り 、 単 管 ま た は 多 重 管 構 造 の 圧 入

管 の 外 周 に 突 起 物 と し て の 螺 旋 状 の 羽 根 、 あ る い は 圧 入 管 の 径 方 向 に 拡 大 ま た は 拡 径 す る

機 構 の 突 起 物 を 備 え て お り 、 地 盤 内 へ の 圧 入 管 の 挿 入 あ る い は そ の 回 転 運 動 に よ っ て 、 地

盤 に 対 し 繰 返 し 載 荷 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 圧 入 管 に よ る 繰 返 し 載 荷 の 効 果 と し て は 、 砂 地 盤 に お い て 、 排 水 条 件 下 で は 、 図 １ 、 図

２ に 示 す よ う に 、 砂 地 盤 は あ る 一 定 の 応 力 を 繰 返 し 載 荷 す る と 体 積 ひ ず み が マ イ ナ ス 値 を

示 し 、 地 盤 を 締 め 固 め る 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ は 排 水 条 件 下 で の 三 軸 排 水 繰 返 し 載 荷 試 験 に お け る 繰 返 し せ ん 断 応 力 比 と 体 積 ひ ず

み の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ２ は 排 水 条 件 下 に お け る 繰 返 し 載 荷 に 伴 う 軸 ひ ず み

と 体 積 ひ ず み の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 方 、 非 排 水 条 件 下 で は 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 繰 返 し 載 荷 を 行 う と 過 剰 間 隙 水 圧

が 上 昇 し 、 有 効 応 力 が 低 下 す る 。 な お 、 繰 返 し 載 荷 を 継 続 す る と 、 完 全 に 有 効 応 力 を 消 失

し 、 液 状 化 に 至 る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ３ は 非 排 水 条 件 下 で の 三 軸 排 水 繰 返 し 載 荷 試 験 に お け る 繰 返 し せ ん 断 応 力 比 と 過 剰 感

激 水 圧 比 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ４ は 横 軸 に 有 効 平 均 主 応 力 、 縦 軸 に 軸 差 応 力

を と っ た 非 排 水 条 件 下 に お け る 有 効 応 力 経 路 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 従 っ て 、 こ の 状 態 に て 圧 入 管 の 内 側 を 通 し て 締 固 め 材 料 を 圧 送 し 、 地 盤 に 圧 入 す る こ と

に よ っ て 地 盤 を 容 易 に 締 め 固 め る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ れ に よ っ て 、 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 締 固 め と 繰

り 返 し 載 荷 の 工 程 が 独 立 し て い た も の を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ 記 載

の 発 明 で は 、 出 来 形 の 偏 芯 や ゴ ム ス リ ー ブ の 破 裂 ・ 破 損 の 可 能 性 が あ っ た が 、 本 発 明 で は

機 械 的 ・ 強 制 的 に 繰 返 し 載 荷 を 行 う こ と が で き る た め 、 確 実 ・ 均 質 な 締 固 め 効 果 を 得 ら れ

る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 で は 、 圧 入 管 に 取 付 け ら れ た 羽 根 な ど の 突 起 物 が 回 転 ・ 上 下 運 動 を す る こ と に よ

り 、 地 盤 に 繰 返 し 載 荷 を 与 え 、 砂 粒 子 に ダ イ レ イ シ ョ ン が 生 じ や す い 状 態 、 あ る い は 局 所

的 液 状 化 状 態 と す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 載 荷 荷 重 の 方 向 は 、 地 盤 に 水 平 、 ま た は 水 平 か ら 下 部 方 向 に 加 え ら れ る こ と が 望 ま し い

。 そ し て こ の 状 態 に て 本 発 明 に お け る 硬 化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 を 地 盤 に 圧 入 す る こ と

に よ り 、 地 盤 を 効 果 的 に 締 め 固 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 深 層 部 で は 低 圧 で 材 料

を 圧 入 す る こ と が 可 能 と な り 、 浅 層 部 で は 地 盤 の 水 平 方 向 へ 広 が り や す く な る た め 、 地 表

面 の 隆 起 が 低 減 さ れ る 。 そ の 後 、 硬 化 性 材 料 の 硬 化 に よ り 地 盤 強 度 が 高 め ら れ て い く 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ５ １ 】

　 圧 入 管 に 取 付 け ら れ た 羽 根 な ど の 突 起 物 に よ り 地 盤 に 繰 返 し 載 荷 が 行 わ れ 、 次 の 現 象 が
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期 待 さ れ る 。

（ １ ） 過 剰 間 隙 水 圧 の 上 昇 に 伴 う 有 効 応 力 の 低 下 。

（ ２ ） 局 部 的 な 液 状 化 現 象 。

（ ３ ） 細 粒 分 を 含 む 場 合 、 粘 着 力 の 低 下 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ れ ら の 現 象 は い ず れ も 地 盤 の せ ん 断 抵 抗 が 低 減 す る も の で あ り 、 こ の 状 態 に て 同 時 に

硬 化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料 を 圧 入 管 内 に 加 わ る ポ ン プ 圧 を 利 用 し て 圧 入 す る こ と に よ

り 、 次 の 効 果 が 期 待 で き る 。

（ １ ） 確 実 な 改 良 効 果 。

（ ２ ） 圧 入 圧 力 の 低 減 。

（ ３ ） 広 範 囲 の 締 固 め 。

（ ４ ） 隆 起 抑 制 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

【 図 １ 】 排 水 条 件 下 で の 三 軸 排 水 繰 返 し 載 荷 試 験 に お け る 繰 返 し せ ん 断 応 力 比 と 体 積 ひ ず

み の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 排 水 条 件 下 に お け る 繰 返 し 載 荷 に 伴 う 軸 ひ ず み と 体 積 ひ ず み の 関 係 を 示 す グ ラ フ

で あ る 。

【 図 ３ 】 非 排 水 条 件 下 で の 三 軸 排 水 繰 返 し 載 荷 試 験 に お け る 繰 返 し せ ん 断 応 力 比 と 過 剰 感

激 水 圧 比 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 非 排 水 条 件 下 に お け る 有 効 応 力 経 路 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 圧 入 管 の 一 実 施 形 態 （ 単 管 式 ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 圧 入 管 の 他 の 実 施 形 態 （ 二 重 管 拡 翼 型 Ｉ ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 圧 入 管 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 （ 二 重 管 拡 翼 型 II） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 圧 入 管 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 （ 二 重 管 拡 径 型 ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 単 管 式 の 圧 入 管 を 用 い た 施 工 手 順 （ Ｓ １ ～ Ｓ ６ ） の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 貫 入 速 度 の 定 義 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 実 験 模 型 土 槽 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 正 回 転 に よ る 繰 返 し 載 荷 に 伴 う 水 平 応 力 の 増 減 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ ３ 】 逆 回 転 に よ る 繰 返 し 載 荷 に 伴 う 水 平 応 力 の 増 減 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ ４ 】 繰 返 し 載 荷 を 伴 わ な い 圧 入 に お け る 圧 入 圧 力 と 圧 入 量 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ

る 。

【 図 １ ５ 】 繰 返 し 載 荷 を 伴 う 圧 入 に お け る 圧 入 圧 力 と 圧 入 量 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 、 図 ５ ～ 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。

　 図 ５ ～ 図 ８ は 圧 入 管 １ の 例 を 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 ５ は 単 管 ２ に 螺 旋 状 の 羽 根 ３ が 取 付 け ら れ た も の で あ り 、 こ の 羽 根 ３ の 効 果 は 、 圧 入

管 １ の 回 転 に よ る 地 盤 へ の 繰 返 し 載 荷 の 効 果 の ほ か に 、 地 盤 へ の 圧 入 管 １ の 挿 入 を ス ム ー

ズ に 行 う 機 能 も あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 単 管 式 の 施 工 方 法 は 、 例 え ば 、 以 下 の 手 順 （ ス テ ッ プ ） Ｓ １ ～ Ｓ ６ よ う に 行 う こ と が で

き る （ 図 ９ 参 照 ） 。

Ｓ １ ： 圧 入 機 械 を 所 定 の 位 置 に 設 置 す る 。

Ｓ ２ ： 所 定 の 回 転 数 （ 正 回 転 ） お よ び 速 度 で 圧 入 管 １ を 地 盤 に 貫 入 し て 行 く 。

Ｓ ３ ： 所 定 の 深 度 ま で 圧 入 管 １ を 貫 入 す る 。

Ｓ ４ ： 正 回 転 お よ び 逆 回 転 を 併 用 し な が ら 、 圧 入 管 １ か ら 硬 化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料

を 圧 入 す る 。

Ｓ ５ ： 圧 入 管 １ を 逆 回 転 さ せ な が ら 引 き 上 げ る 。
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Ｓ ６ ： 上 記 （ ４ ） 、 （ ５ ） の 工 程 を 繰 返 し 、 所 定 の 範 囲 を 締 め 固 め る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 な お 、 回 転 方 向 と 貫 入 速 度 の 定 義 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 回 転 に 伴 い 地 盤 深 さ 方 向 へ

掘 進 す る も の を 正 回 転 と し 、 貫 入 速 度 と は 一 回 転 当 た り の 貫 入 量 を 羽 根 の ピ ッ チ で 除 し た

値 で あ る 。 従 っ て 、 正 の 回 転 と 地 盤 の 深 さ 方 向 の 値 を プ ラ ス と す る と 、 図 ９ の Ｓ ２ お よ び

Ｓ ５ に お い て は 、 貫 入 速 度 S/Pは １ が 最 適 な 値 と な る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 、 貫 入 速 度 S/Pが １ 以 上 の 時 、 圧 入 管 周 辺 の 地 盤 は 下 側 に 、 貫 入 速 度 S/Pが １ 以 下 で

は 上 側 に 押 さ れ る 傾 向 に あ る た め 、 図 ９ の Ｓ ４ お よ び Ｓ ６ に お い て は 地 表 面 変 位 を 計 測 し

な が ら 正 ・ 逆 回 転 を 併 用 す る こ と が 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 こ の よ う に 、 圧 入 管 の 回 転 運 動 を 正 回 転 、 逆 回 転 を 併 用 し な が ら 繰 返 し 載 荷 を 継 続 し な

が ら 、 締 固 め 材 料 を 圧 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 ６ 、 図 ７ は 二 重 管 拡 翼 型 の 圧 入 管 １ の 例 で あ る が 、 こ れ は 二 重 管 の 内 管 ２ ａ を ス ラ イ

ド さ せ る こ と に よ り 地 盤 内 で 拡 翼 ４ （ 図 ６ ） ま た は 拡 翼 ５ ａ 、 ５ ｂ （ 図 ７ ） が 拡 が る も の

で あ る 。 よ っ て 、 施 工 は 所 定 深 度 ま で 削 孔 を 行 っ た 後 、 羽 根 を 拡 げ 、 そ の 後 の 工 程 は 図 ９

の Ｓ ４ 以 降 と 同 様 で あ る 。 た だ し 、 圧 入 管 １ を 引 き 上 げ る 際 は 、 一 度 、 羽 根 を 格 納 し た の

ち に 行 う こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 、 図 ８ は 二 重 管 拡 径 型 の も の で あ り 、 内 管 ２ ａ を 押 し 込 む こ と に よ っ て 縦 方 向 に 分

割 さ れ た 先 端 部 の 拡 径 部 ６ ａ 、 ６ ｂ が 横 方 向 へ 拡 径 す る 構 造 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 以 下 に 、 模 型 実 験 に お け る 結 果 を 説 明 す る 。

　 図 １ １ は 模 型 実 験 土 槽 で あ り 、 圧 入 管 先 端 は 地 表 面 よ り 175m mの 深 度 に あ る 。 そ の 圧 入

管 の 外 径 は 19m mで あ り 、 先 端 に は ピ ッ チ が 7.7m m、 外 径 が 35m mの 羽 根 が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ま た 、 地 盤 内 に は 圧 入 管 先 端 の 深 度 で 、 管 よ り 40m m、 60m m、 80m m離 れ た 位 置 に 土 圧 計 が

設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 実 験 で は 、 初 め に 圧 入 管 の 回 転 に よ り 繰 返 し 載 荷 が 地 盤 に 行 え る こ と を 確 認 す る 目 的 で

、 正 回 転 と 逆 回 転 の 条 件 に て 土 圧 の 測 定 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 １ ２ は 正 回 転 に よ る 繰 返 し 載 荷 に 伴 い 発 生 し た 土 圧 の 時 刻 歴 で あ る 。 い ず れ の 位 置 の

土 圧 計 も 初 期 値 を 中 心 に 増 減 が 繰 り 返 さ れ る 傾 向 に あ り 、 羽 根 の 回 転 に よ っ て 繰 返 し 載 荷

が 行 わ れ て い る こ と が 確 認 で き る 。 ま た 、 土 圧 計 の 位 置 に 着 目 す る と 、 圧 入 管 に 近 い 位 置

ほ ど 、 土 圧 の 増 減 が 大 き い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 一 方 、 図 １ ３ は 逆 回 転 に よ る 土 圧 の 時 刻 歴 で あ る が 、 土 圧 は 増 減 を 繰 り 返 し な が ら 初 期

値 よ り 増 加 し て い く 傾 向 を 示 し て い る 。 こ れ は 、 羽 根 の 回 転 に よ っ て 羽 根 上 部 に あ る 締 固

め 材 料 が 下 方 向 に 取 り 込 め ら れ よ う と す る が 、 圧 入 管 は 上 下 方 向 の 変 位 を 拘 束 さ れ て い る

た め 、 横 方 向 へ の 土 圧 が 大 き く な っ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ の こ と よ り 、 回 転 方 向 に よ っ て 得 ら れ る 効 果 は 異 な り 、 施 工 状 況 に 応 じ て 適 切 な 回 転

方 向 を 決 定 す る と よ り 効 果 的 な 締 固 め が 行 え る も の と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 具 体 的 に は 、 深 度 が 深 く 高 い 圧 力 が 必 要 な 場 合 に は 、 正 回 転 で 横 方 向 へ 載 荷 す る こ と が

理 想 的 で あ り 、 深 度 が 浅 く 、 地 盤 隆 起 の 懸 念 が あ る 場 合 に は 、 逆 回 転 に よ っ て 強 制 的 に 下

方 向 へ 締 固 め ら れ る こ と が 理 想 的 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 図 １ ４ は 圧 入 管 を 回 転 せ ず 、 締 固 め 材 料 と し て の 可 塑 状 ゲ ル を 圧 入 し た と き の 、 圧 入 量

と 圧 入 圧 量 お よ び 地 表 面 変 位 の 関 係 で あ る 。 圧 入 圧 力 は 圧 入 に 伴 い 増 加 す る 傾 向 を 示 す 。

ま た 、 地 表 面 変 位 は 圧 入 初 期 よ り 隆 起 す る 傾 向 に あ っ た 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 一 方 、 図 １ ５ は 圧 入 管 を 逆 回 転 さ せ な が ら 可 塑 状 ゲ ル を 圧 入 し た 結 果 で あ る が 、 圧 入 圧

力 は 繰 返 し 載 荷 を 行 わ な か っ た も の と 比 較 し て 低 い 傾 向 に あ る 。 ま た 、 地 表 面 変 位 は 初 期

に お い て 沈 下 す る 傾 向 に あ り 、 そ の 後 隆 起 す る 傾 向 に あ っ た が 、 最 終 的 な 地 表 面 変 位 は 0m

m程 度 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 こ の よ う に 、 繰 返 し 載 荷 を 地 盤 に 与 え る こ と に よ っ て 、 低 い 圧 入 圧 力 で 施 工 が 行 え る こ

と や 、 隆 起 の 抑 制 効 果 が あ る こ と を 確 認 し た 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 １ … 圧 入 管 、 ２ … 単 管 、 ２ ａ … 内 管 、 ２ ｂ … 外 管 、 ３ … 羽 根 、 ４ … 拡 翼 、 ５ ａ 、 ５ ｂ …

拡 翼 、 ６ ａ 、 ６ ｂ … 拡 径 部

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 硬 化 性 材 料 を 用 い た 静 的 締 固 め 工 法 に お い て 、 よ り 効 率 良 く 、 確 実 な 施 工 性 が 確

保 で き る 地 盤 改 良 工 法 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 地 盤 改 良 の 対 象 と な る 地 盤 内 に 圧 入 管 １ を 挿 入 し 、 圧 入 管 １ か ら 地 盤 内 に 硬

化 性 材 料 か ら な る 締 固 め 材 料 を 圧 入 し て 地 盤 改 良 を 行 う 地 盤 改 良 工 法 で あ っ て 、 締 固 め 材

料 を 圧 送 す る 圧 入 管 １ の 外 周 に 螺 旋 状 の 羽 根 ３ な ど の 突 起 物 を 設 け 、 突 起 物 を 介 し て 地 盤

に 繰 返 し 載 荷 を 与 え つ つ 、 同 時 に 圧 入 管 １ か ら 地 盤 内 に ポ ン プ 圧 に よ り 締 固 め 材 料 を 圧 入

す る 。 圧 入 管 １ に 取 り 付 け ら れ た 羽 根 ３ が 回 転 ・ 上 下 運 動 を す る こ と に よ る 地 盤 へ の 繰 返

し 載 荷 と ポ ン プ 圧 に よ り 締 固 め 材 料 の 圧 入 と の 相 乗 効 果 に よ り 、 地 盤 を 効 率 的 に 締 め 固 め

る こ と が で き る 。

【 選 択 図 】 図 ９
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